
フレイル予防推進会議第２回実行委員会議事次第

日時：令和６年８月２７日（オンライン会議）

１．開会

２．挨拶

３．報告

第１回実行委員会後の活動状況

ーフレイル予防推進会議関係情報の開示状況【資料１】

ー構成員に対する意見募集状況【資料２】

ー老健調査事業公募への申請状況【資料３】

ーアドバイザリー委員会の開催日程について【資料４】

４．議案

新たな参加自治体（市原市）の承認【資料５】

５．協議

（１）行政部会作業委員会及び産業部会の作業予定の提示と参加募集等について【資料６】

（２）第２回フレイル予防推進会議の準備について

①首長等の参加予定と発言時間調整について【資料７】

②同時に開催するシンポジウム開催内容について【資料８】

６．その他

第３回実行委員会についてなど
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【資料１】フレイル予防推進会議関係情報の開示状況（報告）

１．ホームページ（https://www.ihep.jp/frail-yobo）の開設

新着情報が掲示
されます

活動内容別に情報
を見れます

推進会議の概要説
明と三点式資料が
入手できます



https://www.ihep.jp/frail-yobo_meeting/

フレイル予
防推進会議
の概要説明

パンフレット
（案）をダウン
ロードできます



説明問答集をダウンロード
できます。



ここをクリックする
と計算式（エクセル
ファイル）をダウン
ロードできます

基本問答集をダウンロード
できます。





「総会」をクリック

第１回フレイル予防
推進会議総会の資料
一式をダウンロード
できます。



「実行委員会」をクリック

第１回フレイル予防推進会議
実行委員会の資料一式をダウ
ンロードできます。



２．専門誌の取材内容
週刊保健衛生ニュース （令和6年8月5日）







【資料２】構成員に対する意見募集状況（報告）

１．下記（１）のように構成員全員に対して意見募集をした。

（１）８月２２日付けで別添のとおり、構成員全員に意見を求めた。

（２）現在、オブザーバーとして参加されている方々にも、「参考意見」を求めたいが、

更に幅広く参考意見を聞くことについて、ご意見があれば伺いたい。

２．今後、構成員等の間で自由に意見交換するメーリングリストの作成等につき検討して

いるが、ご意見があれば伺いたい。。



【資料２（別添）】3つの案についての意見についてのお願い

フレイル予防構成員各位

フレイル予防推進会議事務局

3つの案についての意見についてのお願い

１．去る7月24日のフレイル予防推進会議で、「フレイル予防住民啓発用パンフレット案」 「フ
レイル予防住民啓発用パンフレット説明問答集案」及び「フレイル予防のポピュレーションアプ
ローチの推進に関する地方公共団体担当者向け基本問答集案」の3つの案（注）についての構成
員の皆様のご意見を踏まえ、来る11月22日の第２回フレイル予防推進会議において正式決定を
お願いすることとされました。

（注）https://www.ihep.jp/frail-yobo/ （フレイル予報推進会議関係ホームページ）参照

２．つきましては、当事務局まで上記3つの案それぞれにつきご意見があれば、9月30日までに
事務局に頂きますようお願いいたします。この場合、3つの案の内容だけでなく、この活用法を
含めたフレイル予防推進会議の運営に関してもご意見があれば、併せて事務局に頂きますようお
願いいたします。

https://www.ihep.jp/frail-yobo/


【資料４】アドバイザリー委員会の開催日程について（報告）

１．発令手続き

第１回実行委員会で報告した会長指名によるアドバイザリー委員全員の受託
手続きが完了したので、令和６年７月２４日付けで発令した、

２．第１回アドバイザリー委員会の日程

（１）第１回アドバイザリー委員会を令和６年９月５日に行う予定

（２）「住民用パンフレット案」及び「住民用パンフレット説明問答集案」
につき、フレイル予防推進会議からの諮問により専門的観点より審議され、
その答申を踏まえて、フレイル予防推進会議総会での決定の予定。



【資料５】新たな参加自治体の承認について（提案）

１．提案理由

市原市及び奈井江町よりフレイル予防推進会議への参加につき要請があっ
たので、フレイル予防推進会議の参加の承認を求める。

２．議案

フレイル予防推進会議規約第５条に基づき、市原市及び奈井江町を構成員
とすることを承認する。



【資料６】行政部会作業委員会及び産業部会の作業予定の提示と参加募集等について（協議）

１．作業委員会の作業予定（第２回フレイル予防推進会議まで）

（１）「当面の活動について（別添）」に沿った活動について、１０月以降原則月１回開催し、協議をする。

（２）幹事（２（２）参照）が、事務局と協議し、資料等の準備を企画し、各作業委員会及び産業部会の運営をリードする。

【当面の活動】

・普及啓発作業委員会ー１０月上旬に行う老健調査研究事業の関連部分（アンケート調査）の事務局報告を踏まえつつ、フレイ

ル予防の普及啓発と新しいフレイル予防推進会議参加者への呼びかけ等について協議

・住民主体啓発作業委員会ー１０月上旬に行う老健調査研究事業の関連部分（１５問質問票活用モデル事業）の事務局報告とそ

の進め方等を含めた住民主体啓発の在り方について協議

・情報システム等作業委員会ー情報システム開発及びポピュレーションアプローチの効果計測に関する事務局検討状況の事務局

報告とそれを踏まえた情報システム等に関する協議

・産業部会ーフレイル予防サービス振興会（仮称）及び認証サービス制度の導入についての方針を確認すると同時に行政部会普

及啓発作業委員会との所要の意見交換を実行委員会（総合調整部会兼務）の下で行う。

２．参加募集等

（１）参加募集

９月上旬に全構成員に上記作業予定を提示し、三つの委員会への所属希望（何れかに必ず参加。複数委員会への参加希望歓

迎）を募集し、希望を尊重したうえで事務局の調整を行い９月中に所属決定をし、１０月以降の日程調整。

（２）各作業委員会及び産業部会の幹事及び事務局担当者の決定

実行委員長と事務局に一任し、第１回各作業委員会までに決定



【資料６（別添）】当面の活動について（実行委員会決定事項から抜粋）

【行政部会】

≪普及啓発作業委員会≫

フレイル予防啓発パンフレット及び説明問答集の案を活用し、関係方面への説明等により、広報啓発
を行うとともに、フレイル予防推進会議の拡大呼びかけを各方面に行い、フレイル予防推進会議の拡
充を図る

≪住民主体啓発作業委員会≫

後期高齢者の質問票を活用した通いの場等での住民主体のフレイル予防のポピュレーションアプロー
チの手法の開発やモデル的実践の検討を行う。

≪情報システム等作業委員会≫

• フレイル予防推進会議事務局が中心となってフレイル情報の収集、解析等のシステムの開発検討を
行う

• フレイル予防のポピュレーションアプローチの効果計測等について実践的な研究を行う。

【産業部会】

総合調整部会と連携しつつ、フレイル予防サービス振興会（仮称）及び認証サービス制度の導入につ
いて検討する。



【資料8】同時に開催するシンポジウム開催内容について（協議）

１．企画案の基本的考え方

（１）今後フレイル予防推進会議として展開したい活動のイメージを発信する。

（２）参加構成員及びフレイル予防に関心のある自治体等に参加を呼び掛ける。

（３）プレスへのアドバンスも検討する。

２．企画案たたき台（別添参照）

（１）第２回実行委員会での協議が終われば速やかに事前準備に入りたい。

（２）準備過程で、実行委員会で協議しつつ所要の変更もありうる。
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